
 

 

 

関西圏域における新型コロナウイルス感染症への対応等について 

（第 28 回 関西広域連合 新型コロナウイルス感染症対策本部会議） 

 

令和４年３月５日 

広 域 防 災 局 

 

 

 

 

【議事】 

 

 ・ 関西圏域における新型コロナウイルス感染症の発生状況について 

 

 

 ・ 新型コロナウイルス感染症に係る検査・医療体制等について 

 

 

 ・ 府県市民向け宣言（案）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［資 料］ 

 別添１-１ 関西圏域における新型コロナウイルス感染症の発生状況 

 別添１-２ 各府県の対処方針に基づく主な措置内容 

 別添２   新型コロナウイルス感染症に係る検査・医療体制等 

別添３   全国知事会緊急提言等 

別添４   府県市民向け宣言（案） 
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各府県の対処方針に基づく主な措置内容（３月１日時点） 
 

 

区分 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 鳥取県 徳島県 

外出自粛 

・不要不急の都道府県間
の移動は控える 

・混雑した場所や感染リ
スクが高い場所への外
出は控える 

・混雑した場所や感染リ
スクが高い場所への外
出・移動を自粛すること 

・不要不急の都道府県間
の移動は極力控える 

・営業時間の変更を要請
した時間以降、飲食店等
にみだりに出入りしない 

・混雑した場所や感染リ
スクが高い場所への外
出・移動を自粛すること 

・営業時間短縮を要請し
た時間以降、飲食店に
みだりに出入りしない
こと 

・外出時には混雑している
場所や時間を避けて
少人数での行動を要請 

・店舗の店先・路上・公園
等での飲酒など、感染リ
スクが高い行動の自粛 

・感染が拡大している地
域への不要不急の往来
は極力控える 

・感染拡大の恐れがある
場合、混雑した場所への
外出を極力控える 

・不要不急の外出を控える 
・他の都道府県への不要不
急の外出は控える 

・不要不急の帰省や旅行、
仕事、研修など、県境
をまたぐ移動は控える 

・特に、まん延防止等重点
措置区域や感染拡大地
域との間での、不要不急
の往来は控える 

・都道府県をまたぐ移動
の際は、「無料の一般検
査」の積極的な活用
を！ 

イベントの 
開催制限 ・国の基準に準ずる 

・国の基準に準ずる 
・県や市町村主催イベン
トについては、県と
市町村が協議して対処 

・国の基準に準ずる 
・国の基準に準ずる 
・ガイドラインを遵守し
て感染防止対策を徹底 

・同左 
・同左 
 

施
設
の
使
用
制
限 

飲食店 等 

・業種別ガイドラインの
遵守を徹底した上で、
感染予防対策を十分
に実施 

・会食はいつも一緒にい
る人と認証店舗でマ
スク会食・同一テーブ
ル４人以内・２時間ま
でを目安とするなど
感染リスクを下げる
工夫を実施 

[第三者認証店舗] 
・同一テーブル４人以内
を要請（全員検査よる陰
性確認で５人以上も可） 

 
・営業時間短縮(21時まで) 
・酒類提供20時30分まで 
ただし、以下の対応も可 

・営業時間短縮(20時まで) 
・酒類提供は行わない 
 
 
[認証店舗以外] 
・同一グループ･同一テー
ブル４人以内要請(５人
以上不可) 

・営業時間短縮(20時まで) 
・酒類提供は行わない 
 
［全ての店舗］ 
・感染防止のための業種
別ガイドライン等を遵
守 

[第三者認証店舗] 
・同一テーブル４人以内
を要請（全員検査よる陰
性確認で５人以上も可） 

・①または② 
① 
・営業時間短縮(21時まで) 
・酒類提供20時30分まで 
② 
・営業時間短縮(20時まで) 
・酒類提供自粛 
  
[認証店舗以外] 
・同一グループ･同一テー
ブル４人以内要請(５人
以上不可) 

・営業時間短縮(20時まで) 
・酒類提供自粛 
 
［全ての店舗］ 
・２時間程度以内の利用を要請 
・カラオケ施設を利用す
る場合は、利用者の密を
避ける、換気の確保等、
感染対策の徹底 

[第三者認証店舗] 
・同一テーブル４人以内を

要請（全員検査よる陰性
確認で５人以上も可） 

・①または② 
① 
・営業時間短縮(21時まで) 
・酒類提供20時30分まで 
② 
・営業時間短縮(20時まで) 
・酒類提供自粛 
 
[認証店舗以外] 
・同一グループ４人以内を

要請 
 
・営業時間短縮(20時まで) 
・酒類提供禁止 
 
［全ての店舗］ 
・２時間程度以内の利用を要請 
・カラオケ施設を利用する

場合は、利用者の密を避
ける、換気の確保等、感
染対策の徹底 

・換気・マスク着用・飛沫
防止措置をお願い 

・第三者認証制度の推進 
・業種別ガイドラインを
遵守 

[第三者認証店舗] 
・同一グループ・同一テー
ブル４人以内を要請（対
象者全員検査制度認証登
録により５人以上可） 

・①または② 
① 
・営業時間短縮(21 時まで) 
・酒類提供 20時まで 
② 
・営業時間短縮(20 時まで) 
・酒類提供自粛 
 
 [認証店舗以外] 
・同一グループ･同一テー
ブル４人以内を要請（５
人以上不可) 

・営業時間短縮(20 時まで) 
・酒類提供自粛 
 
［全ての店舗］ 
・各事業所で感染拡大予防
ガイドラインを遵守 

・業種別ガイドラインの
遵守を徹底した上で、感
染予防対策を十分に実
施 

・第三者認証制度の推進 

・業種別ガイドラインの
遵守を徹底した上で、
感染予防対策を十分に
実施 

・従業員への抗原定性検
査を実施 

・とくしまコロナお知ら
せシステムの活用 

 

飲食店以外 
の施設 
・商業施設 
・サービス業 

     等 

・大規模集客施設（床面積
1，000 ㎡超）は、人数管
理、人数制限、誘導等の
入場者の整理等の感染
防止対策を行うこと 

・感染防止のための業種別 
ガイドライン等の遵守を要請 

・入場者の整理等、マスク
着用の周知、アクリル板
設置又は利用者の適切
な距離の確保等の感染
防止対策の徹底 

・入場者の整理、入場者へ
のマスク着用の周知、飛
沫防止措置等の感染対策
の実施を要請 

・公立施設は県と市町村
が協議して実施 

・商業施設の自己認証制
度の創設 

・業種別ガイドラインを
遵守 

・各事業所で感染拡大予防
ガイドラインを遵守 

・イベントや催物を行う場
合は気をつけて 

・業種別ガイドラインの
遵守を徹底した上で、
感染予防対策を十分に
実施 

学校、大学等 

[県立学校] 
・各教科等における「感染症 

対策を講じてもなお感染
リスクの高い学習活動」
については実施しない 

・部活動は、各教科等に
おける活動の制限に
準じ、感染リスクの高
い活動は控える 

・修学旅行は感染防止対
策を最優先とし、訪問
地との状況把握を行
ったうえで適切に判断 

・感染拡大状況を踏まえ、
臨時休校や学級閉鎖等
の対応を速やかに実施 

・感染対策を再点検･強化 
・感染リスクが高い教育

活動実施を控える 
・時差・分散登校、オンラ

イン学習を組み合わせ
た学習形態を実施 

・卒業式は感染防止対策
を徹底 

・春休み期間は感染リス
クが高い行動を控える 

［大学等］ 
・発熱等の症状がある学
生は、登校や活動参加を
控えるよう、周知徹底 

・部活動や課外活動にお
ける感染リスクの高い
活動（合宿等）や前後の
会食の自粛 

・感染リスクの高い、自
宅・友人宅での飲み会や
多人数が集まる会食の
自粛 

［大学等］ 
・対面授業の実施の際は、

感染防止対策の徹底 
・オンライン授業の活用検討 
［小・中・高等学校］ 
・感染防止対策の徹底(不

織布マスク着用を強く奨
励など) 

・県外での活動は、不可(計
画済の行事は、感染防止
対策を徹底) 

・部活動は、公式試合関連
を除き、県外での活動不可 

・感染防止対策を要請（特
に部活動、学校行事、昼
食時に留意） 

・県立高等学校等では、本
年度中に予定されてい
る修学旅行を延期、濃厚
接触となる教育活動を
原則禁止 

・学校・教育現場での感染
予防対策の徹底 

・部活動は、県内外の学校
との練習試合・合同練習
は禁止。全国大会・近畿
大会につながらない大会
等は延期・中止 

・校内では感染予防対策
を十分に講じた上で活動。 
移動・更衣・飲食等の部活 
動に附随する場面も注意 

・家族に発熱等の症状が
あれば、厳に登校しないこと 

・分散登校、オンライン授
業等について実施 

・学校行事について中止
又は延期 

・部活動について活動時
間の短縮及び県内外の
練習試合を中止、活動日
を制限（土日不可） 

 

・部活動は感染対策を徹
底、合宿は必要性を慎
重に判断 

・修学旅行等は、当該地域
の感染状況等を十分に
確認し慎重に判断 

・感染防止対策集中取組
期間（学校・保育所等） 
(2 月 21 日～3月 5日) 
｢リスクの高い行事等
の原則禁止｣｢外部講師
の入構の原則禁止(オ
ンライン可)｣｢感染状
況を踏まえた登園自粛｣

事業所等 

・テレワーク・時差出勤
の積極的な活用など
職場での感染対策を
徹底 

・多数の職員が濃厚接触
者、陽性者となった場合 
の BCP(業務継続計画)
の点検・策定を行う 

・在宅勤務(テレワーク)、
時差出勤、自転車通勤
等、人との接触を低減す
る取組の推進 

・事業継続計画の点検も
しくは事業の継続を図
るための業務の点検 

・テレワークの活用や休
暇取得の促進等による
出勤者数削減の取組み、
時差出勤、自転車通勤
等、人との接触を低減す
る取組みを進めること 

・国民生活等の安定確保
に不可欠な業務を行う
事業者等は、事業継続計
画の点検を行い、必要な
業務を継続すること 

・在宅勤務(テレワーク)、
時差出勤等、人との接触
を低減する取組の要請 

・感染防止取組の徹底及び事
業継続計画の取組の要請 

・業種別ガイドライン等の
実践の要請 

・重症化リスクのある労働
者等への就業上の配慮 

・在宅勤務の活用、残業抑
制、時差出勤等の推進 

・事業継続計画の再点検及
び早期策定の推進 

・在宅勤務を積極的に活用 

・事業継続計画の再点検
及び早期策定の推進 

・テレワークや時差出勤・
交代勤務の促進 

・事業継続計画の再点検 
・ローテーション勤務や
時差出勤、テレワーク、
オンライン会議を活用
し、人と人との接触機
会の低減の推進 
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関西・感染防止再徹底宣言
京都府、大阪府、兵庫県のまん延防止等重点措置の適用が再延長されました。
関西圏の新規感染者数は減少傾向にあるものの､依然高止まりが続いており、特に、家庭、高齢者施設、学校等で
感染が続いているなど､引き続きオミクロン株の特徴を踏まえた感染防止策を徹底していく必要があります。
一刻も早い収束に向け､今一度､一人ひとりの基本的な感染対策の徹底をお願いします。

○今後、進学、就職、転勤、花見など人々の移動や会食の機会が多くなる時期を迎えます。
改めて感染対策の徹底をお願いします。

○3密の回避、マスクの着用（不織布ﾏｽｸを奨励）、手洗いや手指消毒、換気など、日常生活での、
基本的な感染対策の徹底をお願いします。

○混雑している場所や時間を極力避けて、少人数で行動してください。
○会食は、認証店の利用、会話時はマスク着用の徹底をお願いします。
○発熱、咳など少しでも体調が悪い場合は、通勤･通学･通園をやめ、医療機関に電話のうえ受診してください。
企業・学校等での休みやすい環境整備をお願いします。

○家庭内での手洗い、消毒、換気、高齢者や子どもの感染対策の徹底をお願いします。
○高齢者施設等では､日々の体調管理、ワクチン追加接種の速やかな実施､
介護現場における感染対策の徹底をお願いします。

○感染リスクが高い活動や行事を避けるなど、
学校・保育所等での感染対策の徹底をお願いします。

○事業所等は､事業継続計画等に基づく取組をお願いします。

基本的な感染対策の徹底

オミクロン株の特徴を踏まえた感染防止策の徹底

○積極的な追加接種とともに､1･2回目の未接種者も積極的に接種をご検討ください。
○特に高齢者や基礎疾患のある方は、積極的な接種をお願いします。

ワクチンの積極的な接種

令和４年３月５日

【オミクロン株の感染の特徴】
飛沫や換気の悪い場所でのエアロゾル感染が多い
子どもが感染しやすく、学校等での感染に加え、
家庭に持ち帰り家庭内での感染が拡大
高齢者を中心に基礎疾患のある者において､
感染を契機に基礎疾患が増悪する傾向


